
総合的な学習の時間 第７学年 竹原市立吉名学園 指導者 向井寛子 山根翔太 菅森志郎 若本綾子 

吉名野菜生産販売プロジェクト ～吉名産野菜販売の黒字計画～ 

１ 単元のデザイン 

本単元の目標 

黒字を目指して，吉名産の野菜を生産し，それをマーケティング戦略に基づいて販売する活動を通して，
マーケティング戦略の基礎を理解し，資料を用いながら他者に説明したり発想を広げて工夫したりするこ
とができるとともに，自分が決定した課題に進んで挑戦し，失敗しても進んで改善を図って最後までやり
切ろうとすることができるようにする。 

 

単元について 
本単元の主な活動は，吉名産の野菜を生産

し，それをマーケティング戦略に基づいて実際
に道の駅で売ることである。マーケティング戦
略を立てる際には，店頭調査やアンケートを行
い，集めた情報を整理・分析する。この活動を
通して，情報を収集する力，整理・分析する力
を高めることができる。また，販売する際には，
広告やＣＭやレシピ動画の作成，キャラクター
の考案，商品（キーホルダーやクリアファイル
等）の開発等の工夫を行うことが考えられる。
これらの活動を通してＩＣＴ活用力や表現す
る力，発想する力を高めることができる。 
本単元の主な教材は，「吉名産の野菜」であ

る。夏野菜で生産・販売する野菜は生徒の希望
に合わせ様々な種類の野菜を扱う。これによ
り，生産に関する多様な知識が得られる。また，
種類ごとの原価と収益を分析することで，黒字
にするには支出を少なく収入が大きいもの選
択するという視点を得ることができる。冬野菜
は吉名町の伝統的な野菜であるじゃがいもを
生産・販売する。そうすることで，そのよさを
改めて理解し，郷土愛を育むことができる。 
 
SDGs の視点：８ 働きがいも 経済成長も 
 本単元を通して，生徒が生産性の視点をもつ
とともに，働きがいを感じ，さらに起業家の精
神をもつことが期待できる。 

 児童生徒の実態 
本学級の生徒は，実際の販売に取り組んだこ

とはなく，収支の考え方やマーケティング戦略
の知識に乏しい。 
ＩＣＴ活用力については，情報を収集するこ

とはできるが，それをまとめることができない
生徒が多い。自分が撮影した写真，図書資料や
インターネット，アンケートなどに集めた情報
を基に文章作成ソフトを用いて 300 字程度の工
夫した文章を作成することができる生徒は
31.3％である。また，動画編集作成ソフトを使
うことができる生徒はほぼいない。 
プレゼンテーション力については，資料を生

かしながら他者に説明することができる生徒は
31.3％と少ない。 
しかし，発想力に長けている生徒は多く，ネ

ーミングやキャッチコピー，キャラクター等を
様々な発想をすることができる。１学期の夏野
菜生産プロジェクトでもＱＲコードを活用する
アイデアを発想していた。 
挑戦する力も徐々に身に付いている。１学期

の夏野菜の生産・販売でも課題に進んで挑戦し
たり，赤字という結果を受けても改善を図ろう
としたりしている。 

 

指導の工夫 
(1) プロジェクト型学習 
本気になる課題設定となるように，夏野菜生産販売において黒字戦略（目指せ 10 万円）を掲げて取り組

んだが，苗代・支柱・肥料等の支出が多く赤字を招いてしまったという失敗と出合わせることで，「なぜだ
ろう」という疑問や「じゃがいもの生産・販売では黒字にしたい」という意欲を引き出す。 
また，再挑戦の場を充実させるために，生産面と販売面に分けて取組等を吟味・検討することである。

そうすることで課題を焦点化し，多面的に吟味することができるようになる。その際，生産面・販売面そ
れぞれの専門家をゲストティーチャーとして招く。 
 
(2) ＩＣＴ活用 
 本単元では，主に協働の場でＩＣＴを活用する。具体的には，インターネットで情報検索やリモートで
のインタビューやアンケートの実施に活用する。また，チラシやポスター，動画等を制作する際に活用す
る。 
(3) シンキングツールの活用 
本単元では，主に以下の３つのシンキングツールを活用する。 

①イメージマップ……販売するために何が必要か考えを広げる場面で用いる。 
②ＰＭＩシート ……物事のよい点・問題点・気になる点に分けて整理する場面で用いる。 
③データチャート……複数の情報源から集めた情報を複数の視点で整理する場面で用いる。 



２ 単元の評価規準及びルーブリック 

評価の観点 Ｓ（期待以上） Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

(1) 
知 

識 
・ 
技 

能 

ア 知識 

野菜生産に関する知識やマーケテ
ィング戦略の基礎を他の知識と関
連付けながら理解し，活用してい
る。 

野菜生産に関する知識やマーケ
ティング戦略の基礎を理解し，
それを活用している。 

野菜生産に関する知識
やマーケティング戦略
の基礎を理解している。 

野菜生産に関する知
識やマーケティング
戦略の基礎を理解し
ていない。 

イ 技能 

表計算ソフトを用いてグラフを作
成したり，プレゼンテーションソ
フトを用いて目的に応じた枚数の
工夫したプレゼンテーション資料
を作成したりすることができる。 

表計算ソフトを用いてグラフを
作成したり，プレゼンテーショ
ンソフトを用いて目的に応じた
枚数のプレゼンテーション資料
を作成したりすることができ
る。 

プレゼンテーションソ
フト等を用いて，目的に
応じた枚数のプレゼン
テーション資料を作成
することができる。 

教師や友達の支援が
なければ，プレゼンテ
ーションソフト等を
用いてプレゼンテー
ション資料を作成す
ることができない。 

(2) 
思 

考 
・ 
判 

断 
・ 
表 

現 

ウ 課題を発見する力 
  企画する力 

体験や資料の分析から新しい課題
を見付けたり，社会的な広い視野
から課題を見出したりして，課題
解決に向けて様々なアイデアを出
している。 

体験や資料の分析，地域の方の
思いや願いから新しい課題を見
付け，課題解決に向けて，様々
なアイデアを出している。 

体験したり資料を分析
したりする中で新しい
課題を見付け，課題解決
に向けて，様々なアイデ
アを出している。 

体験したり資料を分
析したりしても新し
い課題を見付けられ
ない。また，課題解決
のアイデアを出せな
い。 

エ 活動を計画・ 
推進する力 

課題解決に必要な情報や準備物等
を自分自身で考え，時間的な見通
しをもって，自発的・計画的に活
動を進めている。 

課題解決に必要な情報や準備物
等を教師や友だちの助言を基に
考え，時間的な見通しをもって，
自発的・計画的に活動を進めて
いる。 

課題解決に必要な情報
や準備物等を教師や友
だちの助言を基に考え，
時間的な見通しをもっ
て，計画的に活動を進め
ている。 

課題解決に必要な情
報や準備物等を教師
や友だちの助言を受
けても考えられない。
また，計画的に活動を
進められない。 

オ 情報を収集する力 

情報の発信元や情報の真偽を確か
めながら，図書資料やインターネ
ットを使ったり，店頭調査やアン
ケート，インタビューを実施した
りして，必要な情報を収集してい
る。 

情報の発信元や情報の真偽を確
かめながら，図書資料やインタ
ーネットを使ったり，店頭調査
やアンケートを実施したりし
て，必要な情報を収集している。 

情報の発信元や情報の
真偽を確かめながら，図
書資料やインターネッ
トを使って，必要な情報
を収集している。 

必要な情報を収集で
きない。また，情報の
発信元や情報の真偽
を確かめていない。 

カ 整理・分析する力 

自分自身で，情報を整理・分析し，
工夫することについて具体的な内
容を考え，その効果をイメージし，
今後の計画を立てている。 

教師や友達の助言を基に，情報
を整理・分析し，工夫すること
について具体的な内容を考える
とともに，その効果をイメージ
している。  

教師や友達の助言を基
に，情報を整理・分析し，
工夫することについて
具体的な内容を考えて
いる。 

教師や友達の助言を
基に，情報を整理・分
析し，工夫することに
ついて具体的な内容
を考えていない。 

キ 表現する力 

効果的な表現方法を選択したり組
み合わせたりしながら，資料を作
成し，原稿なしで，その場で言葉
を生み出しながら他者の共感を得
たり他者を説得したりしている。 

目的に応じて効果的な表現方法
を選択したり組み合わせたり，
視しながら資料を作成し，その
場で言葉を考え，必要に応じて，
スライドを指し示したり，相手
の反応に合わせたりしながら話
している。 

目的に応じて構成や表
現を工夫しながら資料
を作成し，その場で言葉
を考え，必要に応じて，
スライドを指し示した
り，相手の反応に合わせ
たりしながら話してい
る。 

目的に応じて構成や
表現を工夫していな
い。その場で言葉を考
えられない。 

ク 発想する力 
   工夫する力 

社会や市場，消費者や視聴者の傾
向を捉え，これまでの学習を生か
し，ネーミングやキャッチコピー，
デザイン，キャラクターなど，伝
えたいことがよりよく伝わるよう
に，発想を広げたり工夫したりし
ている。 

これまでの学習を生かし，ネー
ミングやキャッチコピー，デザ
イン，キャラクターなど，伝え
たいことがよりよく伝わるよう
に，発想を広げたり工夫したり
している。 

自分なりの工夫を考え，
ネーミングやキャッチ
コピー，デザイン，キャ
ラクターなど，伝えたい
ことがよりよく伝わる
ように，発想を広げたり
工夫したりしている。 

自分なりの工夫を考
えていない。伝えたい
ことを伝えるための
発想を広げたり工夫
したりしていない。 

ケ 評価する力 

お互いの発表や制作物に対し，よ
い点や改善点等を考えて伝え合う
とともに，自己評価や他者評価を
基に，よりよいものになるように
その都度改善している。 

お互いの発表や制作物に対し，
よい点や改善点等を考えて伝え
合うとともに，自己評価や他者
評価を基に，よりよいものにな
るように改善している。 

お互いの発表や制作物
に対し，よい点や改善点
等を考えて伝え合うと
ともに，進んで他者の指
摘を受けて，よりよいも
のになるように改善し
ている。 

お互いの発表や制作
物に対し，良い点や改
善点などを考えて伝
え合っていない。他者
の指摘を受けても，よ
りよいものになるよ
うに改善していない。 

(3) 
主 
体 

的 
に 
学 

習 
に 
取 

り 
組 
む 

態 
度 

コ 挑戦する力 
やり遂げる力 
（主体性） 

実社会の場でも進んで挑戦し，実
社会の厳しさに臨機応変に対応し
ながら，今の自分ができることを
精一杯行おうとしている。 

実社会の場でも進んで挑戦し，
失敗しても進んで改善を図り，
最後までやり切ろうとしてい
る。 

自分が決定した課題に
進んで挑戦し，失敗して
も進んで改善を図り，最
後までやり切ろうとし
ている。 

自分が決定した課題
に進んで挑戦しよう
としない。失敗したら
あきらめている。 

サ 協働する力 
  （協調性） 

解決したい課題について多様な意
見を出し合い，合意形成を図ると
ともに，自分の主張を通す場面と
他者の主張を受け入れてサポート
に回る場面とのバランスを取りな
がら活動を進めようとしている。 

解決したい課題について多様な
意見を出し合い，合意形成を図
るとともに，協力しながら活動
を進めようとしている。 

解決したい課題につい
て多様な意見を出し合
いながら議論を行うと
ともに，お互いが納得し
ているかどうかを常に
確認し，協力しながら活
動を進めようとしてい
る。 

自分の意見を出そう
としていない。また，
相手が納得するかを
気にしていない。さら
に，協力して活動を進
めようとしていない。 

シ 将来を設計する力 

活動を振り返る中で，自分や友達，
地域のよさに気付くとともに，夢
や希望をもち，自分の将来を切り
拓こうとしている。 

活動を振り返る中で，自分や友
達，地域のよさに気付くととも
に，夢や希望をもち，自分の長
所や短所を理解し，短所を進ん
で改め，長所をさらに伸ばして
いこうとしている。 

活動を振り返る中で，自
分や友達，地域のよさに
気付くとともに，自分の
長所や短所を理解し，短
所を進んで改め，長所を
さらに伸ばしていこう
としている。 

活動を振り返っても，
自分や友達，地域のよ
さに気付いていない。 

 

  



３ 指導と評価の計画（全 40時間） 

時 学習活動 
 ＩＣＴ 

活用 

シンキング 

ツール 

評価規準 
（評価方法） 

１ 

～  
３ 

●本単元の活動を知り，夏野菜販売の目標を設定し，計
画を立てる。 

・夏野菜を生産・販売するという活動を知る。 
・過去の 7年生の販売実績を知り，自分たちの目標
（額）を立てる。 

・育てたい野菜を決めたり，販売の工夫を考えたりす
る。 

 

 

一斉 イメージマップ 

（２）ウ 
（２）エ 

（行動観察， 
ワークシートの分析） 

４ 

～  
16 

●夏野菜を生産したり，販売に向けた工夫を具体的に考
えたりする。 

 
（生産活動） 
・ゲストティーチャーから夏野菜の生産方法を教えても
らう。 

 

 
 
 
・教えられたことを基に，野菜の生産活動に取り組む。 
 

 

 

 

 イメージマップ 

（１）ア 
（２）オ 
（２）ク 
（２）ケ 
（３）コ 
（３）サ 

（行動観察， 
ワークシートの分析） 

野菜を育てるのに適切な

肥料は，窒素とリン，カ

リウムの割合が……。 

支柱はこのように 

３本を合わせて作る

のが基本。 

思ったよりも

難しい。 

先輩を超えるために，今年は

10 万円の黒字を目指そう。 

どうしたら買って 

もらえるのだろうか。 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラスに 

食べられた！ 

カラスに食べられないよう，

網をかけよう。 

形を変えたキュウリが 

あるんだって。試してみ

たい。 

これも使えそう。 

星形のキュウリができた。 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 



（販売活動） 

・実社会にあるものを参考にしながら，具体的な販売の
工夫について話し合う。 

 

 

 

 

・ポスターやシール等を制作する。 

 

17 

～  
19 

●夏野菜を収穫・選定し，自分たちが考えた販売の工夫
をしながら道の駅で販売する。 

（生産活動） 
・夏野菜を収穫・選定し，袋詰めを行う。 
 

 

 

 

  
（３）コ 
（３）サ 

（行動観察） 

どのような工夫が

あるのだろうか。 

お客さんは何が知りたいのだろうか。 

先輩たちはこんな POP

やチラシを作ったのか。 

この部分は真似してみた

いな。 

袋に自分たちのオリジナル

シールを張ろう。 

色と形をよく見て 

よい物を選ばないと 

いけないね。 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 

20 歳から 40 歳までの人は 

見てくれそうだけど， 

60 歳以上の人は……。 

QR コードを載せると

おもしろそう。 



（販売活動） 

・自分たちが考えた販売の工夫を行い，道の駅で販売す
る。 

 

 

20 

●目標額と実際の利益とを照らし合わせて，活動を振り
返る。 

・目標額と実際の利益とを照らし合わせながら，目標の
達成状況を確認する。 

・よい点・改善点・おもしろかった点を出し合いながら，
活動を振り返る。 

 

 

 

 

 

 ＰＭＩシート 
（３）シ 

（振り返りシートの分析） 

21 

～  
24 

●活動を詳細に分析し，地域や保護者の方へ活動を報告
する。 

・野菜の種類ごとの収支やアンケート結果，販売の工夫
の効果等を詳細に分析し，まとめる。 

・地域や保護者の方へ活動を報告する。 
 
 
 
 

 

 

 

 

協働 データチャート 

（２）カ 
（２）キ 

（行動観察， 
振り返りシートの分析） 

なんと大赤字！ 

何がよくて， 

何がよくなかった

のだろうか。 

僕たちは何が売れるか調査

しないまま販売し，種類も多

く栽培したから支出が多く

なってしまいました。 

マクワウリは元値が 

安いけど，売上げは 

一番高かったので，

来年，育てるなら 

おすすめです。 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 



25 

●じゃがいもの生産・販売の目標を設定し，計画を立て
る。 

・夏野菜の結果や過去のじゃがいも販売の実績を基に，
目標（額）を設定する。 

・目標達成に向けた計画を立てる。 
・じゃがいもの販売の工夫を考える。 

 

 

一斉 イメージマップ 

（２）ウ 
（２）エ 

（行動観察， 
ワークシートの分析） 

26 

～  
36 

●じゃがいもを生産したり，販売の工夫を具体的に考え
たりする。 

（生産活動） 
・ゲストティーチャーから，じゃがいもの生産方法を教
えてもらう。 

・教えてもらったことを基に，生産活動に取り組む。 

 

（販売の工夫） 
・実社会にあるものや夏野菜の課題や改善案を参考にし
ながら，具体的な販売の工夫について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポスターやＰＯＰ等を制作する。 

 

一斉 
協働 

イメージマップ 

（１）ア 
（１）イ 
（２）オ 
（２）カ 
（２）ク 
（２）ケ 
（３）コ 
（３）サ 

（行動観察， 
ワークシートの分析 
振り返りシートの分析） 

37 
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●じゃがいもを収穫・選定し，自分たちが考えた販売の 
工夫をしながら道の駅で販売する。（生産活動） 

 
 
 
 
 
・じゃがいもを収穫・選定し，袋詰めを行う。 
 

   

（３）コ 
（３）サ 

（行動観察） 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 

チラシにはどんな内

容を入れたらいいの

かな？共通点や工夫

を見つけよう。 

売るためには消費者の気

持ちを掴むことが大切！

家族にインタビューして

みよう！ 

草が多いと栄養を取られる。 

草抜きを頑張ろう！ 

水やりはしなくていいんだって！ 

大きさ別に袋に詰めよう。 

手書きのメッセージやチラシも

準備した！ 

アイマサリ，アンデス，ピリカ，長崎こが

ね，合わせて約 300kg収穫できた！ 

１か月冷暗所で寝かせていざ出荷準備だ！ 

心を込めて土落としをしよう！ 



（販売活動） 
・自分たちが考えた販売の工夫を行い，販売する。 
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●目標額と実際の利益とを照らし合わせて，活動を振り
返る。 

・目標額と実際の利益とを照らし合わせながら，目標の
達成状況を確認する。 

・よい点・改善点・おもしろかった点を出し合いながら，
活動を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一斉 
協働 

ＰＭＩシート 
（３）シ 

（振り返りシートの分析） 

 

吉
名
産
の
野
菜
を
販
売
し
て
黒
字
を
目
指
そ
う 

自分から声かけができなかったです。次

は大きな声だったり積極的に笑顔で話し

かけたりすることを頑張りたいです。 

じゃがいもの説明と常に笑顔ができな

かったのでそれを目標にして，じゃが

いもの特性などをしっかり理解してお

こうと思います。 

（道の駅長さんから）活気がある。

朝市に毎回来てほしい。 

（竹原市長さんから）吉名は 

じゃがいもづくりが昔から盛ん

な場所。ぜひ今回の体験を次の

学年につないでほしい。 

お礼のはがきや Twitterで 

連絡をいただきました！ 

緊張して笑顔でいることが

できなかった。小玉を何分

くらい素揚げしたらいいか

を聞かれて答えられなかっ

た。家で自分たちのじゃが

いもを食べたけど，自分が

料理していないので，何分

なのかが分からず困ってし

まった。完売したときは本

当にうれしかった。もうこ

れで終わりだと思うとさみ

しいです。 

今回のイベントでお店を

出していた方々やスタッフ

さんがたくさん応援してく

れたので，大きな声も出た

り話しかけることもできま

した。自分たちで売ったの

で通常販売よりもたくさん

売れたと思います。たくさ

んの方々といろいろなこと

で関わって，竹原のために

なったと思います。 


